
都道府県名　　　岡山県

成果目標 事業内容 地域協議会 都道府県

現状値 目標値 実績 等の評価 の評価

【生産支援事業】
ブドウ棚：5カ所　6,113㎡

(R3年度)

893,922
円/10a

161.4%

果樹棚・ハウスを整備し、ブド
ウの生産面積を拡大した。ま
た、施設化や品質向上の取組に
より販売単価が上昇し、販売額
は目標を上回った。
しかしながら、R3年度は天候不
順により生育が順調に進まず未
熟粒、裂果等が多く出荷数量の
減少となり、目標出荷数量には
届かなかった。
今後は、成園化に向けて栽培に
励んでいただく。また、新規就
農者の確保と面積拡大を進めて
おり、成木化による出荷量増加
し、高品質果実の生産により、
販売額の増加を図る。

生産量、販売価格とも順調に伸び
ており、販売額については目標達
成できた。R3年産の生産量につい
ては天候の影響で目標に達しなか
ったが、面積拡大も進み成木園も
増えてきていることからさらに出
荷量が増えると思われる。県では
今後も生産安定、高品質栽培に向
けた産地の取組を支援していく。

R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H28年度)

704,840円
/10a

(R3年度)

821,930円
/10a

(R3年度)

1,024,851
円/10a

H30

久米南
町農業
再生協
議会

久米南町

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(津山統
括本部)

果樹
（ぶど
う）

- 181.1%

導入した機械により耕作及び収
穫の適期作業を行ったことや冷
蔵施設の活用により品質管理の
徹底を図ったことで単収が増加
したため，成果目標を達成する
ことが出来た。
今後も，機械導入や施設整備を
はじめ，収益性の向上につなが
る取組を積極的に行い，より収
益性の高い産地への成熟化のた
め、産地の高収益化に向けたプ
ラン作りを支援する。

ほ場の物理性改善による収量向
上、収穫機による収穫作業の効率
化に取り組み、計画目標を大幅に
上回る成果を達成している。
引き続きJA・市・普及指導セン
ターが一体となって、栽培技術の
向上や作業の効率化による高収益
化に取り組む。

R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H28年度)

216,673千
円/10a

(R3年度)

243,595円
/10a

(R3年度)

265,421円
/10a

笠岡市
地域農
業再生
協議会

笠岡市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(倉敷か
さや統
括本部)

露地野
菜
（キャ
ベツ）

【生産支援事業】
・半履帯式トラクター（110PS） １台
・レーザーレベラー　　　　  　１台
・ハーフソイラ　              １台
・PTOポンプ                 　１台
・肥料散布機（グランドソワー）１台

H30

【生産支援事業】
ブドウ棚：9カ所　9,077㎡
ハウス：　1棟　　1,140㎡

(R3年度）

811,780円
/10a

254.3%

高品質なぶどうを生産すること
により高単価となったことか
ら、成果目標を達成することが
できた。
出荷量については、８月中旬か
らの連続降雨により収穫前に裂
果が発生したこと、また日照不
足による糖度上昇の遅れが影響
し、出荷が遅れたことで目標を
下回った。
今後は、排水改善と潅水対策、
着果過多を避ける等の栽培指導
と対策を行った上で、出荷量の
維持向上と気候を生かした露地
栽培による面積拡大及びハウス
栽培による品質向上による販売
額の増加を図る。

生産量、販売価格とも順調に伸び
ており、目標達成できた。R3年産
の生産量は天候の影響で目標に達
しなかったが、面積拡大も進み成
木園も増えてきていることから出
荷量は今後さらに増えると思われ
る。県では今後も生産安定、高品
質栽培に向けた産地の取組を支援
していく。

R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H28年度)

530,862円
/10a

(R3年度）

641,316円
/10a

(R3年度）

948,861円
/10a

H29

津山市
農業再
生協議
会

津山市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(津山統
括本部)

果樹
（ぶど
う）

生産量、栽培面積ともに増加した
こと、高品質な桃生産による高単
価での販売の実現により目標を達
成している。
新規就農者確保・育成、高品質、
安定生産のための栽培技術指導な
ど、販売額の向上に向けた産地の
取り組みを引き続き支援する。

H30
【生産支援事業】
ブドウ棚：13カ所　12,314㎡

倉敷市
地域農
業再生
協議会

倉敷市
浅原地
区

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(岡山西
統括本
部）

果樹
（桃）

R1 R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H26～30
年度)中3

年

793,795円
/10a

(R3年度）

897,460円
/10a

(R3年度）

949,044円
/10a

(R3年度）

904,439円
/10a

【整備事業】
集出荷貯蔵施設
選果ライン一条
【年間処理量　135t】

106.7%

高品質な桃の生産に努め、市
場・仲卸からの引き合いも強
く、高単価で販売に繋がってお
り目標値を達成することができ
た。
今後は、更に、新規就農者の確
保を進めることにより栽培面積
の拡大及び出荷量の増加を図
り、販売額の増加を目指す。

R1
【生産支援事業】
ブドウ棚：3カ所　3,404㎡

【生産支援事業】
ハウス：1カ所　    432㎡

R!
【生産支援事業】
・キャベツ収穫機　　　１台
・スプリンクラー　  28台

R1

(R3年度)

347,606
千円

議会名 年度
（工種、施設区分、構造、規格、
能力等）

地域協
地区名  取組

 主体名
 対象
 作物名

目標事業
実施
年度

価格補正
後の実績

真庭市
農業再
生協議
会

真庭市
（北房
地区を
除く）

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(真庭統
括本部)

ぶどう
（ピ
オー
ネ、

シャイ
ンマス
カッ

ト、瀬
戸ジャ
イアン
ツ、

オーロ
ラブ
ラッ
ク）

産地生産基盤パワーアップ事業都道府県事業評価報告書

達成率
（％）

高梁市
農業再
生協議
会

吉備中
央町地
域農業
再生協
議会

(R3年度)

477,109
千円

(R3年度)

336,827
千円

【生産支援事業】
パイプハウス
3か所11棟　2,360㎡

-77.6%

８月中旬以降の曇雨天の影響に
よる着色不良により品質が低下
し、出荷量の減少及び単価安と
なった。また、人材確保ができ
ず栽培面積の拡大が進まなかっ
たことから販売額が伸び悩み、
目標は未達成となった。
今後は、県・市・町・JAによ
る、肥培管理等の技術指導によ
り、品質及び単収の向上を図る
とともに、HPやSNSを活用した情
報発信による新規就農者等人材
確保に取り組む。また、新規栽
培者を中心に、県補助事業を活
用した規模拡大を支援すること
で販売額の向上を目指す。

８月中旬以降の曇雨天の影響によ
る着色不良により品質が低下し、
出荷量の減少及び単価安となっ
た。また、人材確保ができず栽培
面積の拡大が進まなかったことか
ら販売額が伸び悩み、目標を達成
することができなかった。今後
は、JA・部会・普及指導センター
が一体となってＳＮＳ等を活用し
た情報発信により生産者の確保に
取り組む。加えて、継続した巡回
指導の実施により、単収の向上に
よる目標達成を図る。

R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H29年度)

402,514
千円

高梁市

吉備中
央町

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(びほく
統括本
部)

施設野
菜(トマ
ト)

R1

R1

R3

販売額
の10％
以上の
増加

(H27年度)

367,399円
/10a

(R3年度)

497,908円
/10aH30

H29

栽培面積は順調に増えて単価も向
上しているが、出荷量が減ったこ
とで目標が達成できていない。病
害虫対策や県北部での品質向上に
向けた技術指導、生産安定のため
の技術指導により産地の生産量の
向上、高単価の維持を支援してい
くとともに、選果場への出荷量向
上のための生産者や産地の協議な
どの支援を行っていく。

(R3年度)

472,887円
/10a

(R3年度)

355,229円
/10a

【生産支援事業】
・ぶどうハウス3棟　2,304㎡
・ぶどう棚4ヵ所　　1,575㎡
・防風施設4ヵ所

-9.3%

当該事業を実施することによ
り、新植、増反が進み面積の拡
大が図られ、施設ぶどう、シャ
インマスカットが本格的出荷と
なったことと北部地区とのリ
レー出荷により販売単価の向上
が図られた。
しかし、８月中旬～９月中旬の
長雨により晩腐病が多発したこ
と、また、長雨や日照不足によ
り、未熟粒混入症や裂果、糖度
上昇遅延によるかすり症の発生
等、生理障害が多発したこと等
により、生産量が減少し目標を
下回った。
今後は気象変動に強い樹づくり
として、必要に応じ、土壌改良
等の地下部の改善や受光体勢等
の地上部の改善指導を行う。ま
た、晩腐病の対策として、適期
収穫・防除、早めの袋掛け、休
眠期の耕種的防除を徹底するよ
う、講習会等で指導する。
さらに、栽培面積の拡大による
生産拡大を進めることにより出
荷量の増加を図るとともに、関
係機関と連携して適正栽培管理
を指導し、秀品率を向上するこ
とによって販売額の増加を目指
す。

【生産支援事業】
・ぶどう棚4ヵ所　2,277㎡
・ハウス1棟  　　　960㎡
・防風施設4ヵ所

【整備事業】
集出荷貯蔵施設
・建物　510㎡鉄骨造（鉄骨12㎜）
　平屋建一部中二階
・選果施設一式
  （計画処理量153ｔ/年）
　選別ライン　2系列
　計数処理装置一式
【生産支援事業】
・ぶどう棚5ヵ所　3,315㎡
・防風施設2ヵ所
・潅水資材1ヵ所


